







































ける教科 ｡科目の名称 ｡履修対象学年 ･年間総授業時数 ｡指導内容
② ｢総合的な学習の時間｣中の進路指導に関する内容取り入れの有無および取り入れ
ている盲学校におけるその名称 ｡履修対象学年 ｡年間総授業時数 ｡学習内容
(2)高等部本科普通科重複学級における職業教育と進路指導について
①教育課程中の職業関係教科取り入れの有無および取り入れている盲学校における教




















表 1 全国盲学校における設置学部 ･学科の状況 (平成14年度)
設置学部
学 部 学校 (数) 割合 (%)
小 .中 .高等部 . 57 81.4
小 .中学部 9 12.9
高等部 4 5.7























家庭 (食物 .保育) 1 10.0
農業 1 10.0




表 4-3 教育課程中職業関係教科 ･科目を取り入れている盲
学校 (lo授)における履修の年間総授業時数 (総単位数)













有 無 学校 (数) 割合 (%)
奉 り 47 83.9




有 無 学校 (数) ●割合 (%)
あ り 26 46.4
な し 21 37,5
未掲載 9 16.1
単一障害学級のクラス別編成の有無
有 無 学校 (敬) 割合 (%)
あ り 28 50


























●調理,･クリーニング,内職適仕事 (伴う搬入 ･納品 ･経理等)









ると,表 1に示す通りである｡ 全体の8割を超える57校が小 ｡中 ｡高の3学部全てを設置
しており,また,高等部 (設置校数61)の設置学科については,本科普通科 ｡本科保健理














育課程の中に職業関係教科 ｡科目を取り入れている盲学校は10校 (19.6%)であり,約 8
割の盲学校 (41校)は取り入れていない (表 3)｡
職業関係教科 ｡科目を ｢取り入れている｣盲学校 (lo枚)について,その状況を見てる
と,まず,職業関係教科 ｡科目の ｢名称｣は,｢職業｣が最も多く,他に,｢産業社会と人
間｣｢家庭 (食物 ｡保育)｣｢農業｣｢工業 (情報技術基礎)｣等である (表 4-1)｡
履修対象の学年 ｡類型については,各盲学校が ｢全学年｣を基本としながらも,｢3学
年｣｢2｡3学年｣,あるいは普通科に ｢生産コース｣を編成 しての履修や,いわゆる下学
年対応のクラスに限定 しての履修等,生徒の実態に応 じた学年 ･類型 (コース)を設定 し
ての職業教育を行っていることが推測される (表 4-2)｡









約 6割の盲学校が ｢導入｣あるいは ｢導入｣を計画 している (表 5)｡｢総合的な学習の時
平田 ･久松 :全国盲学校における職業教育と進路指導のあり方に関する調査研究 61





取り入れの有無 学校(数) 割合 (%)





対象学年 .頬塾 ■ 学校(数) ~割合 (%)
全学年 .類型 '13 61.9






















































取り入れゐ有無 学校(数) 割合 (%)
取り入れて_いる. 31 68.9 ●
取り入れていない 14 31.1
62 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第66号
間｣の中に ｢進路指導｣に関する学習内容を ｢取り入れている｣盲学校 (21校)について,
その状況を見ると,まず,｢名称｣については,多くの盲学校 (16校 ｡76.2%)が特につ



























また,年間総授業時数は,最少70時間 (2単位) ｡最大385時間 (11単位)であり,140























総授業時数 (総単位数) 学校 (敬) 割合 (%)
70 (2) 5 16.2
lps (3) 1 3.2
140 (4) 8 25.8
175 (5) 1 3.2
210 (6) 2 6.5
245{7) 1 3.2■
280 (8) 2. 6.5
315 (9) 1 3.2







































●作業を通 して見通 しをもった行動や意欲 ･態度をはぐくむ
●知的障害養護学校の指導要領を参考に'している
●現在該当生徒なし




進路 ..職業問題に関する意識の高揚 ?6 57.8
情緒の安定 21 ■46.7
健康状態の維持 .改善 19 42.2
各教科に関する学力の向上 14 31.1
表10-1 全国盲学校小学部 (̀60校)の児童に対する職業教育 ･
進路指導の内容 (複数回答)

















が35校 (58.3%)と最も多く,次いで ｢中学部体験入学｣(23校 ｡38.3%)となっており,











に対する職業教育 ｡進路指導の内容 (複数回答)を見てみると,｢進路講話｣ が38校
(63.3%)で最も多く,｢高等部体験入学｣(23校 ｡38.3%),｢『総合的な学習の時間』にお
ける学習｣(21校 ｡35.0%),｢他校見学｣(20校 ･33.3%),｢産業現場等における実習｣(1
8校 ｡30.0%)が3割台で続いている｡ さらに ｢その他｣ と回答 している盲学校が16校





答)については,｢社会性の育成｣が (45校 ｡75.0%)と ｢日常生活に必要な基本動作の



































































指導内容 学校 (敬) 割合 (%)
社会性の育成. 45 75.0
日常生活に必要な基本動作の確立 43 71.7
進路 .職業問題に関する意識の高揚 33 55.0
各教科に関する学力の向上 31 51.7
作業能力の向上 21. 35.0
健康状態の維持 .改善 18 30.0
情緒の安定 17 28.3
表14 全国盲学校における ｢個別の就業支援計画｣実施の有無
















基本的考え 学校 (数) 割合 (%)
全盲 .弱視に関わ らず保健理療科 2 3.8
への進学を基本に考える
全盲 .弱視に関わ らず-般就労を 4 7.7
視野に入れて考える





























































年度 6-12(読) 13-.15(読) 15-18(歳)
1980 30.0% 20.5% 12.2%
1985 '35.1% 28.3% 19.1%
1990 44.0% 35.3% 25.1%
1995 49,5% 42.8% 29.9%




学部 全学級(数)日通学級(数) 複学級(数)割合 (%)
小学部 t 312 177 135 43.3
中学部 223 134 ,89 39.9







































































1991 354 63.0 9.3 22.1 5,6 100
1997 2218 55.7 6.8 31.8 5.7. 100
1998 209 56.0 3.4 30.7 9.8 100
1999 228 60.1 6.2 _27.2 6.5 100
2000 215 57.7一 5,6 30.7 6.0 100


























複障害児童 ｡生徒数の割合を5年刻みに示 したものである｡ 高等部段階の年齢層 (16歳～
18歳)において,2000(平成12)年度と1995(平成 7)年度との間に若干の減少 (29.9%
-29.5%)が見られるもの,重複障害児童 ｡生徒の比率は,.全体 として増加傾向を示 し
ている｡





たものである｡ 過去5年間 (平成 9年度～13年度)の状況を見ると,進学者数の割合は55
%～60%の間を推移 しており,施設入 ｡適所者数は,平成13年度に若干の減少が見られる
もののはぼ30%前後を推移 している｡また,この5年間の状況を1991(平成 3)年度と比









ス別の編成を行っていること (前記),少数ながら,例えば普通科の中に ｢生産 コース｣
(大学 ･専攻科等の進学ではなく,就職 ･職業訓練校を目指すコース)等の独自のコース
を編成 して理療以外の職業教育を行っている盲学校があるという結果は,生徒の進路を伝































全国盲学校の小学部 ･申学部における職業教育 ･進路指導の内容 (複数回答)･としては,
小学部においては,｢将来の進路についてのお話｣｢ヰ学部体験入学｣が上位を占めており;
中学部においても ｢進路講話｣が最も多く,次いで ｢高等部体験入学｣｢『総合的な学習の
時間』における学習｣の順である｡ しかし,小学部 ･中学部ともに ｢その他｣を回答 して
いる盲学校が全体の約 3割近 くも占めているという結果は,在籍児童 ･生徒の実態の多様
化の反映とともに,個に応 じたきめ細かな職業教育 ･進路指導の必要性を示唆するもので
ある｡
次に,小学部 ･中学部の児童 ･生徒に対 して進路を見据えての充実が特に求められる指









1998 2 7 9
1999 1 13 14
2000 .1 7 8
2001 2 7 9
2002 0 6 6
合計 6 40 46
[コ点字(人) 7 13 7 7 6-
(注)F高等部普通科平成10年度～14年度卒業生の進路』(全国
















































(1)高等部本科普通科 (重複学級を除 く)において,教育課程の中に職業関係教科 ･科
目を取 り入れている盲学校は約 2割であり,この実態は,現在の盲学校における理療中心









の確立｣および ｢社会性の育成｣が高い割合を占めている｡ このことは,小 ･中学部在籍













(2)文部科学省の ｢21世紀の特殊教育の在 り方について｣(最終報告,平成13年 1月)




(3)上記 ｢支援｣のための ｢基本モデル｣をもとに,現在のところほとんど取 り組みが












日本特殊教育学会第41回大会 (2003年 9月 東北大学)において発表した共同研究 ｢全国
盲学校における職業教育と進路指導のあり方に関する調査研究 (第 1報)｣ (『日本特殊教
育学会第41回大会発表論文集』342頁所収)と当日配布資料を修正 ･加筆 してまとめたも
のである｡ 第一次稿を久松が執筆し,平田が点検 ･修正 ･加筆したものである｡
